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平成22年12月28日

（火曜日）

第 468 号

規　　　　　則
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特 定 埠 頭 の 運 営 の 事 業 に 係 る 港 湾 施 設 の 貸 付 け に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 十 二 月 二 十 八 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 二 十 二 号

特 定 埠 頭 の 運 営 の 事 業 に 係 る 港 湾 施 設 の 貸 付 け に 関 す る 規 則

︵ 目 的 ︶

第 一 条 こ の 規 則 は 、 港 湾 法 ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 八 号 。 以 下 ﹁ 法 ﹂ と い う 。 ︶ 第 五 十 四 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り

認 定 さ れ た 特 定 埠 頭 の 運 営 の 事 業 ︵ 以 下 ﹁ 事 業 ﹂ と い う 。 ︶ の 実 施 の た め 、 同 条 第 六 項 の 規 定 に 基 づ く 港 湾 施 設 の 貸 付 け

を 行 う に 当 た り 、 必 要 な 事 項 を 規 定 す る も の と す る 。

︵ 定 義 ︶

第 二 条 こ の 規 則 に お い て ﹁ 港 湾 施 設 ﹂ と は 、 法 第 五 十 四 条 の 三 第 六 項 に 規 定 す る 特 定 埠 頭 を 構 成 す る 行 政 財 産 で あ る 港 湾

施 設 を い う 。

︵ 貸 付 け の 承 認 ︶

第 三 条 港 湾 施 設 の 貸 付 け を 受 け よ う と す る 者 は 、 港 湾 施 設 借 受 申 請 書 を 提 出 し 、 管 理 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

︵ 事 業 内 容 等 の 変 更 ︶

第 四 条 前 条 の 承 認 を 受 け た 者 ︵ 以 下 ﹁ 借 受 者 ﹂ と い う 。 ︶ は 、 事 業 の 認 定 に 係 る 申 請 書 に 記 載 し た 事 項 を 変 更 し よ う と す

る と き は 、 事 業 内 容 変 更 申 請 書 を 提 出 し 、 管 理 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 借 受 者 は 、 前 項 の 事 業 の 認 定 に 係 る 申 請 書 に 添 付 し た 書 類 の 内 容 を 変 更 し た と き は 、 速 や か に 書 類 内 容 変 更 届 出 書 を 管

理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

︵ 貸 付 期 間 ︶

第 五 条 港 湾 施 設 の 貸 付 期 間 は 、 当 該 港 湾 施 設 の 種 類 及 び 事 業 の 内 容 に 応 じ て 別 に 定 め る 。

２ 　 前 項 の 貸 付 期 間 は 、 別 に 定 め る 場 合 を 除 き 、 更 新 す る こ と が で き る 。

︵ 貸 付 料 等 ︶

第 六 条 借 受 者 は 、 別 に 定 め る 貸 付 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 　 前 項 の 規 定 に よ る 貸 付 料 の 納 期 限 は 、 次 の と お り と す る 。 た だ し 、 別 に 納 期 限 を 定 め た と き は 、 そ れ に 従 う も の と す る 。

３ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 管 理 者 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 貸 付 料 の 納 付 を 猶 予 さ せ る こ と が で き る 。

４ 前 項 の 規 定 に よ り 貸 付 料 の 納 付 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 者 は 、 港 湾 施 設 貸 付 料 納 付 猶 予 申 請 書 を 管 理 者 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。

︵ 保 証 金 ︶

第 七 条 港 湾 施 設 の 貸 付 け を 受 け よ う と す る 者 は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

︵ 工 作 物 の 設 置 等 ︶

口 座 振 替 に よ ら な い 納 付 の 場 合 口 座 振 替 に よ る 納 付 の 場 合

納 期 限

第 一 期 分 ︵ 四 月 、 五 月 及 び 六 月 分 を

い う 。 ︶

五 月 二 十 日 六 月 十 日

第 二 期 分 ︵ 七 月 、 八 月 及 び 九 月 分 を

い う 。 ︶

七 月 二 十 日 八 月 十 日

第 三 期 分 ︵ 十 月 、 十 一 月 及 び 十 二 月

分 を い う 。 ︶

十 月 二 十 日 十 一 月 十 日

第 四 期 分 ︵ 一 月 、 二 月 及 び 三 月 分 を

い う 。 ︶

一 月 二 十 日 二 月 十 日
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第 八 条 借 受 者 は 、 貸 付 け を 受 け た 港 湾 施 設 ︵ 以 下 ﹁ 借 受 施 設 ﹂ と い う 。 ︶ に つ い て 模 様 替 え 若 し く は 工 作 物 の 設 置 又 は 設

置 し た 工 作 物 の 増 改 築 、 大 規 模 な 修 繕 若 し く は 大 規 模 な 模 様 替 え を し よ う と す る と き は 、 工 作 物 設 置 等 承 認 申 請 書 を 提 出

し 、 管 理 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 承 認 を 受 け た 借 受 者 が 、 工 事 に 着 手 す る と き 及 び 工 事 を 完 了 し た と き は 、 工 事 着 手 届 出 書 及 び 工 事 し ゅ ん 工 届 出

書 を 管 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

︵ 損 傷 等 へ の 対 応 ︶

第 九 条 借 受 施 設 に 損 傷 、 故 障 等 が 発 生 し た と き は 、 借 受 者 は 速 や か に 損 傷 等 報 告 書 に よ り 管 理 者 に 報 告 し 、 管 理 者 の 指 示

に 従 う も の と す る 。

︵ 港 湾 施 設 の 返 還 ︶

第 十 条 借 受 者 は 、 借 受 施 設 の 貸 付 期 間 が 満 了 し た と き 又 は 契 約 が 解 除 さ れ た と き は 、 自 己 の 負 担 に お い て 直 ち に こ れ を 原

状 に 復 し 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 管 理 者 の 承 認 を 受 け た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

２ 借 受 者 は 、 借 受 施 設 を 原 状 に 復 し た と き 又 は 前 項 た だ し 書 の 承 認 を 受 け た と き は 、 港 湾 施 設 返 還 届 出 書 を 管 理 者 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。

︵ 申 請 書 等 の 様 式 ︶

第 十 一 条 第 三 条 、 第 六 条 第 四 項 及 び 第 八 条 第 一 項 の 申 請 書 、 第 四 条 第 一 項 の 事 業 内 容 変 更 申 請 書 、 第 四 条 第 二 項 、 第 八 条

第 二 項 及 び 第 十 条 第 二 項 の 届 出 書 並 び に 第 九 条 の 報 告 書 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。

︵ 委 任 ︶

第 十 二 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 港 湾 施 設 の 貸 付 け に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

附 　 則

︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 三 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

２ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 ﹁ 第 三 条 ﹂ を ﹁ 第 三 条 第 一 項 ﹂ に 改 め る 。

第 十 一 条 中 ﹁ 使 用 者 は 、 ﹂ を 削 り 、 ﹁ つ い て ﹂ を ﹁ つ い て は 、 ﹂ に 改 め る 。

第 三 十 四 条 中 ﹁ ひ き 船 係 留 施 設 ﹂ の 下 に ﹁ 又 は 港 湾 法 ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 八 号 ︶ 第 五 十 四 条 の 三 第 六 項 の 規 定

に よ り 貸 し 付 け た も の ﹂ を 加 え る 。

第 四 十 八 条 中 ﹁ の 使 用 者 ﹂ を ﹁ を 使 用 す る 者 ﹂ に 改 め る 。

第 五 十 条 第 一 項 中 ﹁ 荷 役 機 械 ﹂ を ﹁ 使 用 者 に よ る 荷 役 機 械 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ 使 用 時 間 ﹂ を ﹁ 前 項 の 使 用 時 間 ﹂

に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 使 用 時 間 中 、 ﹂ を ﹁ 前 項 の 規 定 に よ り 算 定 さ れ た 使 用 時 間 中 に お い て 、 ﹂ に 改 め る 。

第 五 十 一 条 中 ﹁ の 使 用 者 ﹂ を ﹁ を 使 用 す る 者 ﹂ に 改 め る 。

第 六 十 一 条 中 ﹁ 電 気 施 設 ﹂ を ﹁ 使 用 者 に よ る 電 気 施 設 ﹂ に 改 め る 。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第47号

次の港湾施設は、平成23年１月１日から次のとおり変更する。

平成22年12月28日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

施設の種類　　荷さばき地

変更前

区画を定めた荷さばき地

（図は省略）

変更後

区画を定めた荷さばき地

級 平方メートル

金城ふ頭西部Ｋ荷さばき地

(金城西Ｋ)

名　　　　称

（括弧内は、その略称）

１

等級

輸出車輌

用途区分

79号岸壁隣接

位　　置

4,212

面　積

図による

区　　画

級 平方メートル

金城ふ頭西部Ｋ荷さばき地

(金城西Ｋ)

名　　　　称

(括弧内は、その略称)

１

等級

輸出車輌

用途区分

79号岸壁隣接

位　　置

4,054

面　積

図による

区　　画
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発行所　名古屋市港区港町１番11号

名古屋港管理組合

図（金城ふ頭西部G、K、M、N荷さばき地）

備考

１　数字は、区画の名称を示す。

２ 金城西Ｋの区画の面積は、１は822平方メートル、２・３は各890平方メートル、４は703平方メートル、５は749

平方メートルである。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第48号

平成16年名古屋港管理組合告示第２号で使用停止した次の港湾施設は、平成23年１月１日から使用を再開する。

平成22年12月28日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

施設の種類　　上屋

用途区分及び区画を定めない上屋

級 平方メートル

作倉15号上屋

(作倉15)

名　　　　称

(括弧内は、その略称)

3

等級

専用使用

使用区分

名古屋市港区作倉町

位　　置

596

面　積

木骨モルタル塗り

造り厚型スレート

かわらぶき

構　　造


